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地域を持続可能にする
安全安心な公共交通で

だれでも気軽に
「おでかけ」できる社会へ
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JR境港駅前にて撮影
（2０24/9/24）

• 鳥取県ではタクシーの1/3以上がUD。全
事業者が保有し、デザインは共通
• 事業者単独での維持が不可能になった地

区では事業者協力型自家用有償運送に移
行し、タクシー事業と合わせて、「だれもが
おでかけできる環境」を死守

→ プロの事業者なくして実現できますか？
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地域公共交通によって確保する
「地域旅客運送サービス」が提供するべきもの

1. 地域住民の自立した日常生活及び
社会生活の確保

2.  活力ある都市活動の実現

3.  観光その他の地域間の交流の促進

これらを提供するために
どのような公共交通にしていくべきか

具体的に考え（続け）ることが必要

地域交通法 第一条「目的」

→だれでも気兼ねなく
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だれでも気兼ねなく「おでかけ」できる
これが地域公共交通の第一の役割

• クルマがあれば地域公共交通はいらない？

• クルマを運転できなくても、だれかに乗せてもらえればいい？

• モノが来てくれればいい？（通販、移動販売車など）

• ITを使えばいい？（SOHO、テレビ会議、チャットなど）

「おでかけしなくても済む」のはいいけど、

「おでかけが自由にできない」（人に気兼ねしないといけない）
というのは健全か？

コロナ禍でそのことが身に染みませんでしたか？

「いざというとき使える」「つながっている」という”安心“

クルマがなくても！「おでかけ」できること！
それが、地域公共交通の一番の存在意義！

地域の
インフラ！
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運転できない人でも暮らしていける
社会づくりこそ急務！

「おでかけ」確保策をおろそかにすれば・・・

• 運転してはいけない人、するのがいやな人が
生きていくために運転を余儀なくされている
• 自家用車自動走行の一般化は2030年代以降

クルマもスマホも使えない（mobility/digital 
divide）人を見捨てる社会へ？

「移動自己責任社会」

「おでかけウェルカム社会」へ

そして、だれでも、飲酒したら運転できない
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地域交通法（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律）の大枠

地域公共交通計画
（2020年名称変更）

自治体の努力義務となる

法定協議会

地域公共交通利便増進計画

• 協議会は自治体が設置でき、
計画策定もできる

• 国が計画の実施を助ける
(逆に、計画がないと助けない)
ここで、乗合バスはもとより、
鉄軌道、タクシー、船、そして

交通空白地有償運送もしっかり
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コロナ禍の間に、制度が大変革

• 2020年１１月：改正地域交通法、独禁法特例法（地域バスの共

同経営＜カルテル＞が可能に）施行

• 2021年5月：第２次交通政策基本計画閣議決定

• 2022年2～7月：ローカル鉄道刷新検討会、地域交通リ・デ
ザイン検討会

• 2022年10月～23年1月：交通政策審議会地域公共交通
部会＜予算への反映、法改正検討＞

• 2023年10月1日：改正地域交通法等施行

• 2024年：日本版ライドシェア（新規）、公共ライドシェア（見直し）

基本は、地域で必要なことを精一杯考え、実行する。
そのために国の助けを仰ぐ。時には提案する。
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https://www.mlit.go.jp/report/press/sogo12_hh_000461.html
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例外的に、自家用車・一種免許で有償運送できる
「自家用有償旅客運送」  道路運送法第七十八条
自家用自動車は、次に掲げる場合を除き、有償で運送の用に供し
てはならない。
一 災害のため緊急を要するとき。
二 市町村、特定非営利活動法人その他国土交通省令で定める者

が、次条の規定により地域住民又は観光旅客その他の当該地
域を来訪する者の運送その他の国土交通省令で定める旅客の
運送を行うとき。

→ 交通空白地有償運送、福祉有償運送＜公共ライドシェア、
地域公共交通会議で（自治体が）認める＞

三 公共の福祉を確保するためやむを得ない場合において、国土
交通大臣の許可を受けて地域又は期間を限定して運送の用に
供するとき。

→ タクシー会社が行う自家用有償＜日本版ライドシェア、タ
クシーが足りない時間のみ国交省が認める＞
今後、タクシー事業者以外でもできるようになるか？
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いつも思っている根本的な疑問なんですが・・・

• 「ライドシェアを導入したら、ドライバーは湧いてく
る」と信じて疑わないのが不思議でたまりません！

• 「客を乗せて運転なんてだれでもできる」「安い給
料でもやりたい人はいる」「需要に応じて都合よく
調達できる」という確信はどこから出てくるのでし
ょうか？

• 特に地方部ではタクシー乗務員でさえ最低賃金に
近い状況。それならコンビニのバイト（だって足りな
い）の方がよくないですか？

そもそも、個別輸送は運転者が多数必要
運転者不足に全く逆行 (自動運転となら好相性）
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優良な「運転者確保」のために、いま、望むこと
運転者養成・研修システムの整備と全国展開

 バス・タクシー業界は学校との関係が皆無（高卒ですぐ働けな
いから）

 技量と知識が必要なのに、それを授ける学校がなかった

 高校に自動車運転学科をつくっていいレベル＜運転手→運転師＞

 二種免許だけでなく運行管理者・接遇マナー・自動車整備士3級な
ど、関係資格をとって卒業できるように

 卒業後１年は公共ライドシェアを担当するなどインターンとなる

 授業料を安価にする代わり、地域で数年間働く義務を課す

 一方、がっつりではないが送客を安心して行いたい方向けの
ワンストップ研修システム（准２種免許？）の受講拡大→ライド
シェアドライバー確保が期待

 個別輸送については、都市部ではデマンドレスポンスをやら
ないとピーク対応不可(金曜夜間やイベント時など)
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そうこうしているうちに・・・

交通事故が減らなくなってきた

（コロナでペースが乱れた）

人手不足！ 一方で需要増加！

質が低下？

今後、量と質を確保できるか？
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https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000059.html
名古屋大学 加藤博和 2025/07/11 15



名古屋大学 加藤博和 2025/07/11 16



名古屋大学 加藤博和 2025/07/11 17



名古屋大学 加藤博和 2025/07/11 18



名古屋大学 加藤博和 2025/07/11 19



名古屋大学 加藤博和 2025/07/11 20



人材養成

賃上げ

外国人

適正化・
環境改善

DX、省人化、経営・システム改善

自動運転

業務効率化

人材確保
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https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_tk2_000082.html
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業務前自動点呼

遠隔・自動点呼における健康状態チェックの確実性担保に課題
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多くの事例を経て、方法を洗練していくことが必要
それこそビックデータ解析が必要



車両効率の向上が重要 -適材適所に努める-
• 乗り合わせる
 乗車率の高い大量輸送（幹線公共交通）が効率的
 ガラガラのコミバス・路線バスはむしろ悪い
※幹線・支線システムも検討に値する
 クルマは相乗り・P&Rを奨励（1人・短距離なら自転車へ）

• 空車・迂回を減らす
 自家用車送迎は最悪（他の用事のついでならまだよい）
 回送・迂回の多いデマンド交通も悪い（空車タクシー車両

活用も視野に）

• 渋滞をなくす
 燃費・エネルギー消費原単位が悪化する（ハイブリッド車

である程度カバーできる）
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マッチング：
どうやってヒト・カネ(・モノ・コト)をまとめるか？

1. 地域でまとめる

 そのための「場」が必要

2. IT・DXでまとめる

 そのための「データ」「モニタリング」が必要

まとめることで、少ない車両・運転者・CO2
で多くの人・モノを運ぶことができ、地域に
流れをつくることができる
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• 複数の公共交通から手元の情報端末を用いて自動的に利用
可能な手段・経路をリアルタイムで提示し、必要に応じて配車
してくれ、決済もできるシステム（サブスクは好相性）
→ まるでカーナビと同じように公共交通を乗り継いでいける
 ・・・ （狭義の）MaaS： Mobility as a Service

「検索」「予約」「配車」「決済」統合アプリ
「乗換検索」「オンデマンド交通予約」「タクシーアプリ」「キャッシュレス決済」の融合

導入のメリット
慣れていない人でも分かりやすく使いやすい
需要に応じた運行を実現
相乗り・混載による効率化（AIで最適解)

→少ない運転者で多くの輸送が可能に
予約・決済が省力化（利用者も運営者も）
データが蓄積される

ただし、「検索」「予約」「決済」それぞれにメジャー
なスマホアプリがあり、それらとの連携が有効
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貨客混載、そして貨客混然へ

当初は過疎地域限定だったが、

現在は全国展開に

これこそ運転者不足対策なのに

なぜ普及しないのか？
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地域公共交通政策の意義

大きく３つ

1. だれでも気兼ねなく

「おでかけ」できること

2. 「おでかけ」が楽しくなり

「まち」が楽しくなること

3. 「おでかけ」を効率的にすること

それによって、地域を持続可能とすること
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バスのIoT化（センサー・端末化）

• バスロケ

• デジタコ、ドラレコ

• センサー類（乗降等）

• ICカード、運賃箱 など（走りながら情報収集）

 これらからデータをリアルタイムで把握でき、デ
ータが蓄積されれば、安全安心性・品質向上、基
本コンテンツ改善に大きな効果を発揮

→ 「現場のお困りごと」を解決するために
これらのデータが活用できるかどうか
まず考え、やれることをやってみよう！
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•サービス力
– 「わざわざ移動したくなる状況」をどう提供するか

•企画力
– 「交通事業の常識は世間の非常識」を出発点に根本見直し

– 固定観念を覆す新たな商品開発

– 現場を持つ労働集約型産業の強みを生かしたマーケティング

– 企画実施と安定顧客獲得に必要な、地域とのコラボレーション

•提案力
– 「一皮向けた」商品のPR

– 新企画の仕掛け役

– 地域活性化への取り組み

– 「地域を支え地球にやさしい」おでかけやライフスタイル提案

運送業からライフスタイル提案産業へ
公共交通事業者に必要な3つの力
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 ベーシックコース第2期
2024年10月～2025年3月実施

 ファイナルイベント（修了証授与）
5月31日<土>開催

 現状把握方法の実践
 分析・評価の実践
 協議会コーディネート・活用方法の実践
 交通×他分野連携手法の実践

リレー
レクチャー

（オンライン＋オンデマンド）

フィールド
スタディ
（対面）

ディスカッ
ションサロン
（原則対面）

 講師とディスカッション
 講師・受講者間のネ
ットワーク構築

 講師が関わる全国各地の実
際の運行現場や協議会を体
感（自治体の会議に加え、
専門部会や住民懇談会も）

 課題抽出→事業提案

地域公共交通プロデュース・コーディネート人材を輩出

前年度
2st STAGE

ベーシック
コース
第3期

10～3月

リレーレクチャー(90分×15回、第
2・4金曜18:00～21:10、オンライン（名古屋
大学東山キャンパスにてパブリックビューイング実施
)、一部オンデマンド
※下記内容は今後変更可能性あり

「地域公共交通コーディネーター・プロデューサー養成プロジェクト」 3rd STAGE
2025年6月20日現在

フィールドスタディ(半日程度)

加藤博和(名古屋大学)：代表
神田佑亮(呉高専)
大井尚司(大分大学)
吉田  樹(福島大学・前橋工科大学)
宮崎耕輔(香川高専)
猪井博登(富山大学)
福本雅之(名古屋大学)
井原雄人(早稲田大学)
日野  智(秋田大学) 
樋口恵一(大同大学)
岡村敏之(東洋大学)
板谷和也(流通経済大学)
松原光也(名古屋大学)
伊藤昌毅(東京大学)
水谷香織(名古屋学院大学)
宇佐美誠史(岩手県立大学)
松尾幸二郎(豊橋技術科学大学)
有村幹治(室蘭工業大学)

＜コーディネート・プロデュース＞
 概説
 意義・概念・波及効果
 課題整理・仮説設定・調査
 協議会運営・会議資料
 目的と評価
 評価指標の決め方と改善
 合意形成
 プロデュース
＜モード、技術＞
 新技術の地域への適用と評価
 オンデマンド型交通
 タクシーの活用
 鉄道の活用
 ソフト施策(情報発信、案内、

MM、利用促進)
 IT・DXの活用
 福祉との連携

アドバンス
ドコース
第2期試行
5～10月

演習（室内＋現場、6回開催のうち2回参加）

新規受講者を対象：10月10日<金>開始

ベーシックコース修了者を対象：5月31日<土>開始

 公共交通に関する基礎知識
 法制度・法定協議会の活用手法の習得
→協議会を「地域公共交通共創の場」に

実施主体：国立大学法人東海国立大学
機構 名古屋大学大学院環境学研究科附
属持続的共発展教育研究センター

●事業フロー ●ベーシックコースの内容 講師（事業実施メンバー）

https://transproducer.net
さあ、私たちとともに、現場で地域公共交通を改善し、地域を救いましょう！

令和7年度 「『交通空白』解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト」
モビリティ人材育成事業（国土交通省）採択事業

インターンシップ（現場、複数回）
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加藤博和

”Think Globally, Act Locally”
交通施策の環境負荷をライフサイクルアセスメントによって明らかにし、

CO2を削減できる交通システムソリューションを追求する一方、
「地域公共交通プロデューサー」として

地域の現場でよりよい公共交通を生み出す仕事にも取り組んでいます

質問、問い合わせはE-Mailで
kato@genv.nagoya-u.ac.jp

Facebook: buskato
http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kato/Jkato.htm

検索

Nagoya Univ. Regional Strategy Lab.
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国土交通白書令和7年版
6/24公表
インタビューが掲載されました

https://www.mlit.go.jp/statistics/file000004.html
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（本資料使用における注意）
※本資料の著作権はすべて制作者に帰属します。ただし、一部、他の
機関・個人が作成した図や、撮影した写真があります。

※自治体担当者・地方運輸局・交通事業者・学識経験者等、地域公共
交通会議・法定協議会運営に関わる方々におかれましては広くご活
用いただけます。ただし、公の講義・講演・研修・書籍・論文等への転載
、および他への再配布は、必ず制作者の許可を得て行ってください。

※本資料は、国土交通省の担当部局による監修を受けたものではあ
りません。また、地方運輸局によっては見解や運用方針が異なること
もありますので、ご注意ください。

名古屋大学大学院環境学研究科 加藤 博和
kato@genv.nagoya-u.ac.jp

http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kato/Jkato.htm
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